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▲「楽々くらぶ」で生き生きと

松岡  光子

岡田  千賀子

一

般

質

問

日本共産党

政風会

祈りの像の補修と想いを

介護予防「楽々くらぶ」は

維持管理は学校と協議する

事業見直しを行う

教育長

町　長

▲住民福祉に寄与する役場

河野  照代

奥田  俊則

問　

住
民
福
祉
に
寄
与
す
る

職
員
の
た
め
「
播
磨
町
人
材

育
成
基
本
方
針
」
を
４
月
に

改
正
し
「
め
ざ
す
べ
き
職
員

像
」
を
改
め
て
設
定
し
示
さ

れ
た
。
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム

構
築
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

①
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
制
度
導
入
を
検
討
、
②

希
望
降
任
制
度
継
続
、
③
自

己
申
告
制
度
の
検
討
を
主
な

取
り
組
み
と
し
、
実
施
に
努

め
た
い
。

問　
「
人
事
評
価
制
度
」
に

求
め
ら
れ
る
の
は
評
価
結
果

の
重
視
で
は
な
く
、
部
下
の

育
成
観
点
で
あ
る
と
思
う
が
。

一

般

質

問

新政会代表

新政会

将来を担う職員の育成は

学校給食公会計制度は

対応力の向上に努める

今後、調査・研究する

浅原理事

高倉理事

ここを　  うここを　  う問問町政

し
て
き
た
が
、
介
護
予
防
の

観
点
か
ら
見
直
し
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

問　

今
後
の
計
画
は
。

答　

こ
れ
ま
で
の
機
能
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
心
で
は
な
く
、

自
立
支
援
と
介
護
予
防
に
着

眼
し
、
だ
れ
で
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
地
域
の
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
通
じ
、
参
加

者
や
通
い
の
場
が
継
続
的
に

実
施
で
き
、
拡
大
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
週
一
回
実
施

し
た
い
。
参
加
費
は
、
お
茶

代
程
度
と
考
え
て
い
る
。

問　

費
用
負
担
が
制
度
的
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
住
民
の
取
り

組
み
に
対
す
る
見
解
は
。

答　

自
主
的
な
活
動
で
あ
る

が
、
町
の
人
的
資
源
で
あ
る

と
も
考
え
て
い
る
。

問　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
登
録
人
数
は
。

答　

平
成
27
年
度
累
計
74
人

が
登
録
・
活
動
さ
れ
て
い
る
。

問　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
導
入
は
。

答　

現
在
導
入
は
考
え
て
い

な
い
が
、
ひ
と
つ
の
仕
組
み

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

よ
り
、
実
情
に
応
じ
た
柔
軟

な
対
応
が
難
し
く
な
る
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

考
え
方
は積

極
的
な
推
進
を

明
確
化

浅
原
理
事

問　

労
働
者
の
心
の
健
康
の

保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
を

策
定
し
、
職
場
に
お
け
る
心

の
健
康
づ
く
り
体
制
の
整
備

と
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答　

人
材
育
成
基
本
方
針
に

お
い
て
、
四
つ
の
取
り
組
み

を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と

つ
に
「
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
」
が
あ
り
、
健
康
管
理

と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
充
実

を
図
る
。
研
修
と
産
業
医
の

面
接
指
導
も
推
進
す
る
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。

問　

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
社
会
問
題
と
し
て

顕
在
化
し
て
い
る
現
状
の
基

で
、
予
防
・
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
相
談
・
通
報

窓
口
の
配
置
は
。

答　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
や
、

人
権
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
相
談
窓
口
は
総
務
グ
ル

ー
プ
に
設
置
し
て
い
る
。

の
制
作
は
考
え
て
い
な
い
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
学
校

と
協
議
し
て
い
く
。

問　
「
歴
史
か
る
た
」
と
し

て
後
世
に
残
せ
な
い
か
。

答　

新
た
な
も
の
を
作
成
す

る
機
会
が
あ
れ
ば
考
え
る
。

入
学
準
備
金
は
入
学
前
に

具
体
的
方
法
の

検
討
を
進
め
る

高
倉
理
事

問　

就
学
援
助
の
入
学
準
備

金
の
支
給
に
つ
い
て
、
文
科

省
通
知
に
は
要
保
護
者
へ
の

支
給
は
、
年
度
当
初
か
ら
開

始
し
児
童
生
徒
が
援
助
を
必

要
と
す
る
時
期
に
速
や
か
に

支
給
す
る
こ
と
、
特
に
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
と
あ

る
が
、町
の
支
給
は
い
つ
か
。

ま
た
、
こ
の
通
知
を
受
け
支

給
時
期
を
検
討
し
た
の
か
。

答　

８
月
に
支
給
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
観

点
か
ら
も
、
就
学
援
助
の
支

給
方
法
を
受
給
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
改
善
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、

検
討
を
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
後
援
名
義
取
り
消
し
は

問　

２
０
２
５
年
に
は
団
塊

の
世
代
が
す
べ
て
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
に
な
る
。
そ

れ
を
ふ
ま
え
来
年
度
か
ら
介

護
事
業
が
町
独
自
の
総
合
事

業
に
移
行
す
る
。

　
「
楽
々
く
ら
ぶ
」
は
、
10

年
続
い
て
い
る
介
護
予
防
事

業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
況

と
送
迎
な
ど
に
係
る
課
題
は
。

答　

本
年
後
期
の
利
用
登
録

者
数
は
５
会
場
合
わ
せ
て
87

人
で
11
月
の
延
べ
利
用
者
数

は
251
人
。
そ
の
内
、
送
迎
を

必
要
と
さ
れ
る
の
は
６
人
。

「
身
体
・
口
腔
機
能
の
向
上
」

「
栄
養
改
善
」
を
主
に
実
施

▲祈りの像建立の想いを形に

▲楽しみな学校給食

問　

学
校
給
食
費
の
未
納
が

生
じ
る
主
な
原
因
は
、「
保

護
者
と
し
て
の
責
任
感
や
規

範
意
識
」
で
あ
り
、
そ
の
義

務
を
果
た
し
て
い
な
い
保
護

者
が
少
な
く
な
い
。
未
納
の

保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
関

係
者
が
未
納
督
促
を
行
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
公
会
計
に

し
な
い
要
因
は
。

答　

給
食
関
係
業
務
を
行
政

で
行
う
と
な
っ
た
場
合
、
収

納
シ
ス
テ
ム
構
築
や
担
当
す

る
職
員
配
置
な
ど
、
多
額
の

費
用
が
必
要
。
公
会
計
の
場

合
、
透
明
性
は
確
保
さ
れ
る

反
面
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
則
に

答　

評
価
は
半
期
ご
と
に
実

施
し
、
原
因
、
結
果
、
調
整

な
ど
や
意
見
交
換
に
重
点
を

置
き
運
用
し
、
人
材
育
成
を

重
要
な
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。

問　
「
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
」
に
つ
い
て
は
、
職
員

が
健
康
で
職
務
に
専
念
で
き

る
環
境
づ
く
り
で
あ
り
、
取

り
組
み
と
し
て
、
特
に
ス
ト

レ
ス
対
策
は
十
分
な
の
か
。

　

平
成
26
年
に
労
働
安
全
衛

生
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
ま

た
昨
年
よ
り
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
の
実
施
が
義
務
化
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
実
施
は
。

答　

定
期
健
康
診
断
に
あ
わ

せ
て
実
施
し
、
高
ス
ト
レ
ス

に
該
当
す
る
者
は
い
た
。

問　

衛
生
委
員
会
は
、
毎
月

一
回
開
催
す
る
と
法
の
規
則

第
23
条
で
定
め
て
い
る
が
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

案
件
が
な
い
の
で
、
毎

月
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問　

職
場
改
善
を
図
る
た
め
、

法
に
則
し
て
毎
月
一
回
は
開

催
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

今
後
、
改
善
に
努
め
た

い
。

問　

播
小
の
正
面
玄
関
に
あ

る
祈
り
の
像
の
裏
に
は
、
建

立
年
月
日
と
寄
贈
者
が
刻
印

さ
れ
て
い
る
。
ブ
ロ
ン
ズ
像

が
モ
ル
タ
ル
で
造
ら
れ
た
台

座
の
上
に
あ
り
、
台
座
の
一

部
が
老
朽
化
し
落
下
し
て
い

る
。
補
修
し
建
立
の
経
緯
を

銅
板
に
記
載
で
き
な
い
か
。

答　

当
時
の
教
頭
先
生
が
交

通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
校
葬

が
行
わ
れ
た
後
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
願
っ
て
、
祈
り

の
像
が
遺
族
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

か
ら
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
小

学
校
で
い
ろ
ん
な
機
会
を
と

ら
え
語
り
継
ぎ
た
い
。
銅
板


